
医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

さがみ野駅南口から徒歩５分､
相模大塚駅から無料シャトルバス

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口

厚
木
街
道

40
マルエツ

東柏ヶ谷
相模大塚

相鉄線

246

8月28日（水）13：00から日 時

会 場 さがみ野中央病院 １階 リハビリテーション室
講 

師

さがみ野中央病院
内科

島田 和子医師

次回予告
9月下旬開催予定

貧血について ～病気のサイン～
　最近、ふらつくことがあったり、「顔色が
悪い」などと声をかけられることはありま
せんか？それは、もしかしたら貧血を起こし
ているかもしれません。貧血を引き起こす
病気や、貧血が原因で発症する病気に
ついて、当院の内科医師がわかりやすく
解説します。

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
大和成和病院
☎046-278-3911（代表）
神奈川県大和市南林間9-8-2

南林間駅･中央林間駅･鶴間駅･
さがみ野駅から無料シャトルバス

中
央
林
間
駅

南
林
間
駅
鶴
間

大和成和
病院

50
小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

十一条
通り

8月28日（水）14：00～15：30

もっと知りたい麻酔について ～安心して手術を受けて頂くために～
　麻酔についてどのような印象をおもち
ですか？「手術を行なう時に必要なもの
であることは理解しているが、実際はよくわ
からない…」と不安に思っている方も多い
のではないでしょうか。今回は麻酔の安定
性などを中心に、当院の麻酔科医がわ
かりやすくお話します。

次回予告
9月25日（水）開催

日 時

会 場 大和成和病院 1階 ロビー
講 

師

大和成和病院
麻酔科

米谷 聡 医師

※当日、タイトル変更する可能性があります。ご了承ください。

機
能
化
に
よ
る
病
院
経
営
負
荷
。

若
年
階
層
の
減
少
に
よ
る
医
療
機

関
の
慢
性
的
人
材
不
足
。
こ
れ
ら

の
問
題
点
を
前
に
し
て
、
今
、
解

決
の
糸
口
は
、
先
を
見
据
え
た
柔

軟
な
病
院
運
営
と
、
行
政
と
地
域

住
民
と
の
医
療
機
関
の
相
互
対
話

に
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

次
の
時
代
に
向
け
て
、当
院（
大

和
成
和
病
院
）
を
は
じ
め
と
す
る

循
環
器
専
門
病
院
は
、
地
域
住
民

の
心
臓
病
二
次
予
防
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
、
生
命
の
危
機
に
直

結
す
る
心
臓
・
大
動
脈
疾
患
の
緊

急
診
療
体
制
を
整
え
、
周
辺
医
療

機
関
と
の
互
換
関
係
の
中
で
、
求

め
ら
れ
る
機
能
を
即
時
に
提
供
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
」。

療
提
供
シ
ス
テ
ム
へ
の“
過
渡
期
”

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
」

課
題
は
山
積
み

　
「
患
者
さ
ま
の
高
齢
化
に
よ
る

通
院
困
難
者
の
増
加
。

独
居
高
齢
者
の
外
来
受

診
率
の
減
少
と
公
的
救

急
要
請
の
増
加
。
在
宅

医
療
と
急
性
期
病
院
の

直
結
に
よ
る
医
療
連
携

体
制
の
変
換
。
救
急
応

需
病
院
の
高
機
能
・
多

　
（
倉
田
院
長
）「
病
院
か
ら
在
宅

へ
の
誘
導
で
、
医
療
・
介
護
の
適

正
配
備
を
実
現
す
る
『
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』
は
、
現
在
、“
黎

明
期
”
か
ら
人
口
減
少
時
代
の
医

　

大
和
成
和
病
院
の
倉
田
篤
院
長
に
、
現
代
な
ら
で
は
の

医
療
・
介
護
に
関
す
る
問
題
点
と
、
そ
れ
に
対
す
る
循
環

器
専
門
病
院
の
役
割
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

循環器専門 大和成和病院
ＴＡＶＩ（タビ）専門外来予約制

金曜日午後水曜日午後

予約電話 ☎046-278-3911
浦部晶博医師浦部晶博医師 田畑美弥子医師田畑美弥子医師

担当

や
、
痛
み
が
長
引
く
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
の
追
加
検
査
を
実
施

し
ま
す
。
単
純
Ｘ
線
撮
影
で
は
わ

か
ら
な
い
骨
折
や
骨
な
ど
の
変

形
、
病
変
な
ど
の
原
因
が
判
明
す

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

Ｃ
Ｔ
画
像
か
ら
、
背
骨
の
変
形

や
骨
折
な
ど
を
形
態
的
に
詳
し
く

診
断
で
き
ま
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
で

は
、脊
髄
の
疾
患
や
炎
症
性
変
化
、

骨
挫
傷
な
ど
も
確
認
で
き
ま
す
。

　

当
院
（
さ
が
み
野
中
央
病
院
）

で
は
、
迅
速
に
検
査
を
実
施
す
る

体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
院
く
だ
さ
い
」。

ま
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
泌
尿

器
系
や
婦
人
科
系
の
病
気
、
血
管

（
動
脈
瘤
な
ど
）
に
由
来
す
る
腰

痛
も
あ
り
ま
す
。

　

海
老
名
市
に
あ
る
「
さ
が
み
野

中
央
病
院
」
で
Ｘ
線
撮
影
な
ど
を

担
当
し
て
い
る
診
療
放
射
線
技
師

の
望
月
紀
広
さ
ん
の
お
話
（
取
材

協
力
）
を
紹
介
し
ま
す
。「
腰
痛

で
病
院
を
受
診
す
る
と
、
ま
ず
最

初
に
『
単
純
Ｘ
線
撮
影
』
が
行
な

わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
医
師
が
画
像

を
確
認
し
、
臨
床
症
状
な
ど
と
併

せ
て
治
療
を
開
始
し
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
痛
み
が
治
ま
ら

ず
、
原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い
方

　
「
腰
痛
」
は
、
二
足
歩
行
で
あ

る
人
間
の
宿
命
で
あ
り
、
多
く
の

人
が
抱
え
る
悩
み
の
種
で
す
。
背

骨
は
、
頭
や
胴
体
な
ど
の
上
半
身

全
て
の
重
力
を
支
え
て
お
り
、
体

を
動
か
し
た
り
、
重
い
物
を
持
っ

て
負
荷
を
加
え
続
け
る
と
、
耐
え

ら
れ
な
く
な
っ
て
“
悲
鳴
”
を
あ

げ
ま
す
。こ
の
状
態
が
腰
痛
で
す
。

　

背
骨
が
影
響
し
て
い
る
も
の
に

は
、「
慢
性
筋
肉
性
腰
痛
症
」「
ぎ
っ

く
り
腰
」「
変
形
性
脊
椎
症
」
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
、「
骨
折
」
も
含

た
ら
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
当
院
（
大
和
成
和
病
院
）

で
は
、
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
を
安
全
に
行
な

う
た
め
に
、
多
職
種
で
「
ハ
ー
ト

チ
ー
ム
」
を
結
成
し
、
患
者
さ
ま

ご
と
に
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
治
療
が
適
し

て
い
る
か
を
丁
寧
に
検
討
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
近
隣
の
医
療

機
関
か
ら
の
ご
紹
介
も
増
え
、
月

平
均
で
３
～
４
件
（
患
者
さ
ま
の

平
均
年
齢
85
歳
）
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。〈
２
０
１
９
年
６
月
時
点
〉

　

弁
膜
症
で
お
困
り
の
際
は
、
ぜ

ひ
当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ル
大
動
脈
弁
留
置
術
）
で
は
、
胸

を
開
か
ず
、
さ
ら
に
心
拍
も
停
止

さ
せ
ず
に
で
き
る
た
め
、
心
臓
以

外
の
合
併
疾
患
等
で
外
科
的
治
療

の
危
険
性
が
高
い
方
や
、
ご
高
齢

で
外
科
的
治
療
が
困
難
な
方
に
対

し
て
も
、
実
施
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
出
血
量
が
少
な
く
す
む

こ
と
や
、
入
院
期
間
が
短
い
こ
と

（
大
半
が
術
後
一
週
間
程
度
で
自

立
歩
行
で
ご
退
院
）
も
利
点
と
し

て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
Ｑ
．
大
和
成
和
病
院
で
Ｔ
Ａ
Ｖ

Ｉ
を
実
施
す
る
際
の
特
徴
が
あ
っ

で
す
。

　

従
来
の
外
科
的
大
動
脈
弁
置
換

術
は
、
開
心
術
（
胸
を
大
き
く
開

い
て
手
術
を
す
る
方
法
）
で
人
工

心
肺
装
置
を
使
用
す
る
た
め
、
全

身
の
臓
器
に
大
き

な
負
担
を
強
い
て

し
ま
い
、
比
較
的

元
気
な
方
し
か
手

術
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

し
か
し
Ｔ
Ａ
Ｖ

Ｉ
（
経
カ
テ
ー
テ

　

Ｑ
．
ス
バ
リ
聞
き
ま
す
。
ＴタＡ

ＶビＩ
（
経
カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁

留
置
術
）
の
良
さ
は
何
で
す
か
？

　

Ａ
．
低
侵
襲
な
（
身
体
に
負
担

の
少
な
い
）
治
療
法
で
あ
る
こ
と

　

循
環
器
専
門
の「
大
和
成
和
病
院
」（
神
奈
川
県
大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２
）で
は
、

大
動
脈
弁
狭
窄
症
に
新
し
い
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
（
Ｔタ

ビ

Ａ
Ｖ
Ｉ
）
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

担
当
し
て
い
る
浦
部
晶
博
医
師
に
、
こ
の
治
療
法
を
伺
い
ま
し
た
。     〈
取
材
協
力
〉

ど
の
症
状
が
、
少
し
ず
つ
進
行
し

て
い
く
た
め
に
、
自
覚
し
に
く
い

特
徴
を
も
ち
ま
す
。
し
か
し
進
行

す
る
と
、心
筋
に
障
害
を
き
た
し
、

心
臓
全
体
の
病
気
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
自
然
に
治
る
こ
と
は
な
い

の
で
、心
筋
の
障
害
が
進
む
前
に
、

早
期
診
断
と
治
療
が
大
切
で
す
。

　

息
切
れ
・
む
く
み
な
ど
の
「
心

不
全
」
の
症
状
や
、
胸
痛
・
失
神

な
ど
の
重
篤
な
症
状
が
発
生
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
突

然
死
」
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

恐
ろ
し
い
こ
と
に
、
重
い
症
状
が

発
生
し
た
人
の
う
ち
、
約
半
数
が

２
年
以
内
に
死
亡
し
て
い
る
と
い

う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

気
づ
か
ず
、
受
診
に
い
た
ら
な
い

ケ
ー
ス
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

■
大
動
脈
弁
狭
窄
症
と
症
状

　

弁
の
う
ち
、「
大
動
脈
弁
」
は
、

心
臓
の
左
心
室
と
、
太
い
血
管
で

あ
る
大
動
脈
と
の
間
に
あ
る
３
枚

の
弁
で
す
。
こ
の
弁
が
、
加
齢
や

動
脈
硬
化
な
ど
に
よ
っ
て
硬
く
な

り
、
う
ま
く
開
か
ず
に
血
液
の
通

り
道
が
狭
く
な
る
状
態
が
、「
大

動
脈
弁
狭
窄
症
」
で
す
。

　

診
断
は
、
聴
診
や
エ
コ
ー
（
超

音
波
検
査
）
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

動
悸
や
息
切
れ
、
疲
れ
や
す
さ
な

て
血
液
の
流
れ
が
妨
げ
ら
れ
る

【
狭
き
ょ
う
さ
く
窄
】
と
、
弁
の
閉
じ
方
が
不

完
全
な
た
め
に
血
液
が
逆
流
し
て

し
ま
う
【
閉へ
い
さ
ふ
ぜ
ん

鎖
不
全
】
が
あ
り
ま

す
。
ど
ち
ら
も
「
大
動
脈
弁
」
と

「
僧
帽
弁
」
に
多
い
病
気
で
す
。

　

加
齢
や
動
脈
硬
化
に
と
も
な

う
弁
の
硬
化
の
影
響
が
大

き
く
、
高
齢
者
が
多
い
日

本
で
は
、
推
計
患
者
数
は

２
０
０
万
人
～
３
０
０
万
人

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
国
内
で
増
加

し
続
け
て
い
る
病
気
に
も
関

わ
ら
ず
、
自
分
で
は
症
状
に

■
弁
膜
症
と
は

　

心
臓
に
あ
る
「
弁
」
に
障
害
が

起
き
、
本
来
の
役
割
を
果
た
せ
な

く
な
っ
た
状
態
を
「（
心
臓
）
弁

膜
症
」
と
い
い
ま
す
。
主
に
２
種

類
あ
り
、
弁
の
開
き
が
悪
く
な
っ

　

心
臓
の
弁
に
障
害
が
起
き
る
「
弁
膜
症
」
は
、
高
齢
者
が
多
い
日
本
に
お
い
て
、
今
、

急
増
し
て
い
る
病
気
で
す
。
心
臓
の
左
心
室
と
、
体
内
を
巡
る
太
い
血
管
・
大
動
脈
の

境
目
に
あ
る
「
大
動
脈
弁
」
の
不
具
合
（
病
気
）
を
紹
介
し
ま
す
。

望月 紀広 診療放射線技師

さがみ野中央病院
☎046-233-5110
      海老名市東柏ヶ谷

             6-20-20

MRI 画像（腰椎）

CT 画像（背骨）

カテーテルで人工弁（生体弁）を大動脈弁
まで運び、留置する方法。太もものつけ根の
血管、または左胸（数㎝の皮膚切開）から、
専用カテーテルで心臓内に運び、バルーンで
膨らませて元々の大動脈弁の上に留置する。

心臓

人工弁

TAVI（タビ）とは・・・

左心房 僧帽弁

全身へ

右心房右心房

左心室左心室

大動脈大動脈

大動脈弁
右心室右心室

（心臓のイメージ）

年齢（歳）

平均
死亡年齢

自覚症状が
ない時期
狭窄が
進行している
可能性

（％）

生
存
率

参考「Guidelines for Surgical and Interventional Treatment of Valvular Haert Disease（JCS 2012）」

（年）

平均生存期間
狭心症
失神

2 3 5
心不全心不全

重症な
自覚症状が
出現！

重症な
自覚症状が
出現！100

6360

心臓病の自覚症状と生存期間の関係

循環器専門

大和成和病院
院長 倉田篤
（心臓血管外科）

院長としてのまとめ役だけでなく、
現場で心臓手術を執刀する
現役の心臓血管外科医。
同院では3000症例以上の
手術実績をもつ（1996～2014）。

初診予約不要大和成和病院
☎046-278-3911
神奈川県大和市南林間9-8-2

大
和
成
和
病
院
の
院
長
が
語
る

人
口
減
少
時
代
の
循
環
器
病
院
の
役
割

取
材
協
力
／
倉
田 

篤 

院
長

さ
が
み
野
中
央
病
院
・
放
射
線
科
ス
タ
ッ
フ
よ
り

    

腰
痛
の
原
因
究
明
に

             

画
像
検
査
が
果
た
す
大
き
な
役
割

 

大
動
脈
弁
狭
窄
症
に
カ
テ
ー
テ
ル
治
療「
ＴタＡ
ＶビＩ
」

　  

大
和
成
和
病
院
・
循
環
器
内
科 

浦
部
晶
博 
医
師

　

太
い
血
管「
大
動
脈
」に
つ
な
が
る

　

   

大
切
な
弁
の
病
気（
弁
膜
症
）が
増
加
中

2019年8月
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今月のイチオシ

Recruit Information

町田市

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

お電話後、履歴書（写真貼付）と資格証
がある方はコピーのご郵送を。到着３日
程度で面接日等をご連絡いたします。

応 

募

待遇
ユニフォーム支給

ふれあい町田ホスピタル ☎042-798-1121
http://www.fureai-g.or.jp/machida-hp/

医療法人社団
康心会
〒194-0215 東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

プライベート充実

パート正社員 夜勤有 補助有

経験者
優遇

未経験
歓迎

キャリアアップ
制度有

託児所有 車通勤可 送迎バス有

夏休み明けに職場復帰しませんか？パパ・ママ
大歓迎
① 看護師

※看護補助（資格不要）も同時募集！

病棟での看護業務

夜勤手当／1万4000円×回数

23万2000円～38万6900円
1500円～1800円

給与

1 ① 介護福祉士 病棟での介護業務

18万4000円～30万1200円
1200円

給与

3

① 医療事務 受付・レセプト業務など

17万2500円～30万4700円
1000円

給与

4
① サービス提供責任者 訪問介護事業所の責任者

21万4000円～33万7600円給与

2

マイカー通勤可　　無料シャトルバス利用可　　キャリアアップ制度あり（研修充実）　　ユニフォーム貸与など

　 は月給、　 は時給で表示／勤務時間（基本軸）は【日勤】８：３０～１７：３０【夜勤】１７：００～翌９：００

注目！院内保育でママ・パパの  　　　　  職場復帰に最適医療費（指定病院・薬局）の補助あり年間休日121日で　　　　  プライベート充実も

＊
１
…
入
居
者
専
用　

＊
２
…
全
80
室

＊
３
…
全
20
床　

＊
４
…
全
１
９
９
床

シニアレジデンス町田
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

　 ０120‒86‒６534

キ
リト
リ

キ
リトリ

キリトリ

キリトリ

8／9  ～25 各日11：00から金 日
昼食も無料 周囲の施設

（病院・老健・リハビリセンター・調剤薬局）
の見学可能個別相談可能

問合せ・申込みは下記へお気軽にー。

電車 京王「多摩境駅」「南大沢駅」
JR「相模原駅」（日・祝を除く）
から無料シャトルバス

車 国道１６号から「多摩境通り」を上り方面、
信号「小山長池トンネル南」近く 

昼食例

介護付有料老人ホーム

シニアレジデンス町田
自然に恵まれた多摩丘陵にあり、
「自立」から「要介護５」まで入居できる
介護付きの老人ホームです。
４階建ての建物には、地域病院を併設しています。
（医療法人社団 康心会「ふれあい町田ホスピタル」
  各診療科、検査室、手術室、入院病棟など）

施設見学会無 料
昼食付き

八
王
子

町
田

橋
本
駅

相
模
原
駅

多摩境
ベビー
ザラス

介
護
老
人
保
健
施
設

ふ
れ
あ
い
の
町
田

リハビリ
テーション
センター

薬局

P
シニア
レジデンス
町田

シニア
レジデンス
町田

ふれあい
町田

ホスピタル
ココ

ACCESS

無料　  
   あり

P

1階ロビー

外観

１日２組
限定

〈申込み
先着順〉

院
、
緊
急
時
の
対

応
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
必
要
に
応

じ
て
ホ
ー
ム
の
担

当
医
が
往
診
し
た

り
、定
期
的
な
健
康
診
断
の
ほ
か
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
肺
炎
の
予
防

接
種
な
ど
も
、
遠
く
の
病
院
に
行

か
ず
に
す
み
ま
す
。
高
齢
者
が
安

心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
」。

　
（
入
居
者
Ｂ
さ
ん
）「
私
の
部
屋

が
あ
る
２
階
＊
２
か
ら
、
人
工
透

析
を
受
け
る
た
め
の
『
人
工
透
析

セ
ン
タ
ー
＊
３
』（
ふ
れ
あ
い
町
田

ホ
ス
ピ
タ
ル
）
へ
は
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
降
り
る
だ
け
で
通
え
る
の

で
、
と
て
も
楽
で
す
。
診
察
室
・

検
査
室
・
手
術
室
な
ど
も
１
階
に

あ
り
、
透
析
担
当
医
も
い
る
の
で

安
心
で
す
」。

　
（
入
居
者
Ｃ
さ
ん
）

「
今
は
元
気
な
の

で
す
が
、
こ
の
先

病
気
に
な
っ
て
、

胃
ろ
う
や
在
宅
酸
素
な
ど
が
必
要

に
な
っ
た
と
し
て
も
、
こ
こ
の

ホ
ー
ム
は
医
療
グ
ル
ー
プ
が
経
営

母
体
な
の
で
、
将
来
の
不
安
が
少

な
く
、
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い

け
ま
す
。
入
院
し
た
と
し
て
も
、

同
じ
建
物
の
３
・
４
階
が
入
院
病

棟
＊
４
な
の
で
、
離
れ
た
遠
い
と

こ
ろ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
、

私
と
し
て
は
落
ち
着
い
た
毎
日
を

送
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
で
す
」。

　
（
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
の

ス
タ
ッ
フ
）「
当
ホ
ー
ム
の
最
大

の
特
徴
は
、『“
病
院
の
上
”
に
住

む
こ
と
で
、
今
も
将
来
も
不
安

な
く
、
毎
日
を
過
ご
せ
る
』
と

い
う
こ
と
で
す
。
定
期
的
な
通

　

今
回
は
、
多
摩
丘
陵
の
自
然
豊

か
な
環
境
に
恵
ま
れ
た
介
護
付
有

料
老
人
ホ
ー
ム
「
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ

ン
ス
町
田
」
の
入
居
者
さ
ん
の
お

話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
入
居
者
Ａ
さ
ん
）「
私
は
１
階

の
き
れ
い
な
ロ
ビ
ー
が
気
に
入
っ

て
い
ま
す
。
友
人
が
訪
れ
て
来
る

時
に
、
こ
の
受
付
で
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
さ
ん
が
対
応
し
て
く
れ
る
の

が
自
慢
で
す
。
１
階
の
『
レ
ス
ト

ラ
ン
桜
＊
１
』
も

清
潔
感
が
あ
っ

て
、
毎
日
利
用

し
て
も
気
持
ち

が
い
い
で
す
」。

　

○
…
年
に
２
８
０
件
（
２
０
１

８
年
実
績
）も
の
分
娩
が
あ
る「
綾

瀬
厚
生
病
院
」。
ス
タ
ッ
フ
の
取

り
ま
と
め
や
調
整
役
で
あ
る
部
長

で
あ
り
な
が
ら
、
分
娩
の
ほ
か
、

産
科
（
㈫
午
前
）
と
婦
人
科
（
㈬

午
前
・
午
後
、
㈮
午
前
）
の
外

来
診
察
や
、
月
３
回
の
当
直
も
担

当
し
て
い
る
“
現
場
第
一
”
の
医

師
で
す
。「
当
院
の
産
婦
人
科
は
、

信
頼
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。
家
庭
や
お
子
さ
ん
を

も
つ
助
産
師
が
多
い
の
で
、
初
産

を
迎
え
る
方
は
、
特
に
安
心
感
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
医
師
と
し
て

も
、
ベ
テ
ラ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
が
多

い
の
で
、
的
確
な
報
告
や
正
確
な

連
絡
に
よ
っ
て
、
適
切
な
診
療
に

つ
な
げ
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
柔
ら

か
い
表
情
で
話
し
ま
す
。

　

○
…
出
身
校
で
あ
る
東
海
大
の

医
学
部
付
属
病
院
で
、
15
年
以
上

に
わ
た
っ
て
子
宮
が
ん
や
卵
巣
が

ん
な
ど
の
悪
性
腫
瘍
の
専
門
性
を

高
め
、
そ
の
他
に
健
診
セ
ン
タ
ー

で
の
勤
務
も
経
験
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
社
会
的
な
時
代
背
景
も
影

響
し
た
産
婦
人
科
医
と
産
院
の
減

少
に
危
機
感
を
も
ち
、「
ま
だ
私

に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
か
な
」

と
、
綾
瀬
市
内
で
一
つ
し
か
な
い

分
娩
施
設
で
あ
る
綾
瀬
厚
生
病
院

で
の
勤
務
を
決
意
。
今
年
で
７
年

目
に
な
り
ま
す
。「
分
娩
は
『
何

か
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
』
と
い

う
緊
張
感
を
、
医
師
が
常
に
も
ち

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
同
時

に
妊
婦
さ
ま
に
対
し
て
は
、
で
き

る
限
り
安
全
な
出
産
を
迎
え
ら
れ

る
環
境
の
提
供
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

○
…
婦
人
科
で
は
「
子
宮
が
ん

検
診
」
の
ほ
か
、
子
宮
筋
腫
や
子

宮
脱
な
ど
の
診
療
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。「
患
者
さ
ま
全
て
が
女
性

の
方
で
す
の
で
、
診
察
や
検
査
で

は
、
ご
無
理
を
さ
せ
な
い
こ
と
に

特
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。『
婦

人
科
』
と
い
う
診
療
科
に
は
、
相

当
な
決
意
と
覚
悟
を
も
っ
て
ご
受

診
さ
れ
る
方
も
多
い
の
で
、
患

者
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り
を
尊
重

し
、
そ
の
お
方
の
立
場
で
物
事
を

考
え
、
う
っ
た
え
る
症
状
や
悩
み

に
共
感
し
て
い
く
姿
勢
が
、
絶
対

的
に
必
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」。
話
す
雰
囲
気
か
ら
、
安

心
感
が
漂
っ
て
き
ま
す
。

宮本 壮 医師
 （みやもと つよし）　　　　

綾瀬厚生病院
【産婦人科 部長】

日本産科婦人科学会 専門医
日本婦人科腫瘍学会 専門医

 「
も
ち
得
る
力
の
全
て
で

  

　
産
婦
人
科
医
療
に
貢
献
し
た
い
」

こ
の「
人
」に
聞
く

介護老人保健施設

ふれあいの町田
東京都町田市小山ヶ丘1-3-7

☎042-７９８-２００１

専用の
福祉車両で
送迎あり

橋
本
駅

相
模
原
駅

多摩境

ココ

ベ
ビ
ー
ザ
ラ
ス

リハビリ
センター病院

老人
ホーム

薬局

ふ
れ
あ
い
の

町
田
ふ
れ
あ
い
の

町
田

P

 

「
立
ち
上
が
り
」「
起
き
上
が
り
」「
歩
く
」
な
ど
の

 

基
本
動
作
訓
練
の
様
子               

＝
同
老
健
に
て

し
て
い
る
ご
家
族
さ
ま
な
ど
が
、

病
気
や
冠
婚
葬
祭
、
仕
事
の
都
合

な
ど
で
一
時
的
に
介
護
が
困
難
な

場
合
に
も
、ご
利
用
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
特
別
な
理
由

が
な
く
て
も
、
介
護
者
さ
ま
（
ご

家
族
さ
ま
な
ど
）
の
休
息
を
目
的

と
し
た
利
用
も
で
き
ま
す
。

　

当
施
設
は
、
最
短
１
泊
２
日
か

ら
で
、
送
迎
も
承
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
多
様
な
医
療
・
介
護

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
て
、
ご
利
用

者
さ
ま
と
ご
家
族
さ
ま
に
安
心
感

を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」。

　
行
な
っ
て
い
る

・
喀
淡
吸
引
の
必
要
が
あ
る

・
認
知
症
を
患
っ
て
い
る  

な
ど

老
健
「
ふ
れ
あ
い
の
町
田
」
で
は

　

東
京
都
町
田
市
の
老
健
「
ふ
れ

あ
い
の
町
田
」
で
は
、「
短
期
入

所
療
養
介
護
」（
医
療
的
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
自
宅
で
療
養
生
活
を

送
っ
て
い
る
「
要
介
護
者
」
が
、

一
時
的
に
同
施
設
（
老
健
・
ふ
れ

あ
い
の
町
田
）
に
入
所
し
て
、
看

護
と
医
学
的
管
理
の
も
と
で
、
介

護
や
機
能
訓
練
の
ほ
か
、そ
の「
要

介
護
者
」
に
必
要
な
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
対
象
者
（「
要
介
護
者
」）

は
、
療
養
上
の
世
話
や
、
定
期
的

な
検
査
、
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を

必
要
と
し
て
い
る
人
な
ど
で
す
。

〈
対
象
者
例
〉

・
イ
ン
ス
リ
ン
の
自
己
注
射
を

ト
ス
テ
イ
」）
と
、「
短
期
入
所
療

養
介
護
」（
医
療
的
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
）
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
施
設
に
関
す
る
言
葉
で

よ
く
耳
に
す
る
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
」。

　

こ
の
言
葉
に
は
、「
短
期
入
所

生
活
介
護
」（
い
わ
ゆ
る
一
般
的

に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
「
シ
ョ
ー

　
　
　

◇
　
　
◇
　
　
◇

　
「
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
」

は
昼
食
付
き
施
設
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。
８
月
９
日
㈮
〜
25
日
㈰

各
11
時
か
ら
。１
日
２
組
限
定
で
、

入
居
者
の
皆
さ
ん
が
実
際
に
食
べ

る
当
日
の
昼
食
を
無
料
で
食
べ
ら

れ
る
貴
重
な
見
学
会
で
す
。（
食

事
な
し
は
10
時
～
17
時
で
対
応
。）

　

見
学
会
担
当
の
ス
タ
ッ
フ
は

「
現
在
、
老
人
ホ
ー
ム
を
探
し
て

い
る
方
の
ほ
か
、
将
来
の
こ
と
を

考
え
始
め
た
方
、
ご
夫
婦
で
の
老

後
の
生
活
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
な
ど
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

ご
相
談
に
の
り
、
詳
し
く
説
明
い

た
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

レストラン桜

外観

往診

　
「
短
期
入
所
療
養
介
護
」（
医
療

的
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
は
、
医
療

的
ケ
ア
の
側
面
が
強
く
、
医
師
と

看
護
師
を
該
当
施
設
に
必
ず
配
置

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

同
施
設
（
老
健
・
ふ
れ
あ
い
の
町

田
）
で
は
、リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
（
理

学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語

聴
覚
士
）
も
加
え
て
配
置
し
、
利

用
者
の
状
態
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
し
て
、「
個
別
リ
ハ

ビ
リ
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

「
ご
家
族
の
休
息
に
も
」

　

老
健
・
ふ
れ
あ
い
の
町
田
の

ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の
よ
う
に
話

し
て
い
ま
す
。

　
「
短
期
入
所
療
養
介
護
（
医

療
的
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
は
、

利
用
さ
れ
る
ご
本
人
さ
ま
の
医

療
的
処
置
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
が
、
日
頃
ご
家
庭
で
介
護

養
）な
ど
に
短
期
間

入
所
し
て
、
主
に
生

活
面
の
介
助
を
受
け

る
も
の
。

◇
短
期
入
所
生
活
介
護

　
（
一
般
的
な
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

…
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
特

◇
短
期
入
所
療
養
介
護

（
医
療
的
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

…
介
護
老
人
保
健
施

設（
老
健
）や
医
療

機
関
に
短
期
間
入

所（
ま
た
は
入
院
）

し
て
、医
療
面
を
と

も
な
う
介
護
を
受

け
る
も
の
。

シニアレジデンス町田

綺麗なロビーやレストラン
見学会で無料お試しを
８／９から開催・昼食付き

「
医
療
的
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」の
意
味
と
そ
の
効
果

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
の
町
田（
老
健
）

2



●学内見学ツアー
●在校生のトークライブ など

入退場自
由

当日参加可

湘南医療大学

♪♬

湘南医療大学
横浜市戸塚区上品濃１６‒４８
（JR東戸塚駅から徒歩１2分）
☎045-821-0115（入試事務室）

問
合
せ

●体験型の授業・実習
●入試対策説明会

詳しい情報は
大学公式アプリ
または
QRコードから
HPで確認を！

（SAT） （SUN） （SAT）
8／10・11・31
10：00～15：00     

内容は盛り
だくさん♪

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
現
在
で

は
、
第
１
・
３
週
目
は
菅
原
医
師
、

第
２
・
４
週
目
は
倉
田
医
師
、
第

５
週
目
は
上
村
医
師
が
診
察
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
密
着
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ

り
な
が
ら
、
大
和
成
和
病
院
と
い

う
循
環
器
専
門
病
院
の
院
長
や
部

長
医
師
の
外
来
診
察
も
実
施
し
て

い
る
こ
と
は
、
地
元
へ
の
大
き
な

医
療
提
供
（
サ
ー
ビ
ス
）
で
す
。

　

整
形
外
科
に
も
今
年
度
か
ら
、

毎
週
水
曜
日
に
土
屋
真
穂
医
師

（
北
里
大
学
病
院
整
形
外
科
）、
毎

週
木
曜
日
に
迎
学
医
師
（
同
）
が

着
任
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

泌
尿
器
科
や
内
視
鏡
検
査
、
膠
原

病
の
専
門
外
来
に
お
い
て
も
、
同

大
学
病
院
か
ら
の
協
力
体
制
が
あ

り
ま
す
。

　

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
専
門
的

な
医
療
機
関
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
受
診

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

水
曜
日
午
前
の
循
環
器
内
科
で

　

こ
れ
ま
で
も
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
毎
週
水
曜
日
に
、
大
和
成
和
病

院
・
菅
原
重
忠
医
師
（
循
環
器
内

科
部
長
）
や
上
村
直
医
師
の
外
来

診
療
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
は
同
院
・
倉
田
篤
医

師
（
院
長
）
の
診
療
が
加
わ
り
ま

和
成
和
病
院
」
と
は
、
同
じ
医
療

法
人
（
医
療
法
人
社
団 

公
仁
会
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
も
、
大
和
成
和
病
院
の
医
師

が
定
期
的
に
外
来
診
療
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
北
里
大
学
病
院
」
か

ら
も
、
整
形
外
科
の
外
来
担
当
医

を
迎
え
て
い
ま
す
。

専
門
病
院
と
の
連
携

　

地
域
の
“
か
か
り
つ
け
”
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
「
成
和
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
は
、
外
来
診
療
に
お
い

て
、
専
門
性
の
高
い
病
院
と
強
固

な
連
携
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
心
臓
や
血
管
の
病
気
の

専
門
治
療
を
行
な
っ
て
い
る
「
大

　

地
元
の
診
療
所
で
あ
り
な
が
ら
、
循
環
器
（
心
臓
な
ど
）
専
門
病
院
の
院
長
や

循
環
器
内
科
部
長
、
大
学
病
院
の
医
師
な
ど
が
、
定
期
的
に
外
来
診
療
を
担
当
し

て
い
る
「
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

て
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
け
る
食

事
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
「
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ

ラ
ザ
」
は
、
医
療
グ
ル
ー
プ
に
所

属
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
。

　
（
同
）「
は
い
、
そ
う
で
す
。
グ

ル
ー
プ
の
協
力
体
制
が
整
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
隣
に
あ
る
『
大
和

成
和
病
院
』
や
、
人
工
透
析

治
療
も
実
施
し
て
い
る
『
成

和
ク
リ
ニ
ッ
ク
』、
内
科
か

ら
外
科
（
整
形
外
科
）
ま
で

対
応
し
て
い
る
『
さ
が
み
野

中
央
病
院
』、
総
合
的
な
医

療
を
提
供
し
て
い
る
『
綾
瀬

厚
生
病
院
』
な
ど
、
強
力
な

タ
ッ
フ
が
多
い
と
聞
き
ま
し
た
。

　
（
同
）「
は
い
。
専
門
的
な
知
識

を
も
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
、
ご
入
所

者
さ
ま
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

生
活
面
で
は
、
看
護
師
・
介
護

福
祉
士
が
中
心
と
な
っ
て
日
常
的

な
支
援
を
行
な
い
、理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
は
、
そ
の
ご
入
所
者

さ
ま
に
必
要
な
機
能
訓
練
（
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
施
設
に
は
管
理
栄

養
士
が
常
勤
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
安
全
で
美
味
し
く
、
安
心
し

　
（
担
当
ス
タ
ッ
フ
／
取
材
協
力
）

「
病
気
や
け
が
で
医
療
機
関
に
入

院
さ
れ
た
方
が
、
そ
こ
で
の
急
性

期
治
療
を
終
え
、
退
院
し
て
ご
自

宅
に
戻
る
際
に
、
ま
だ
不
安

要
素
を
抱
え
て
い
る
場
合
な

ど
が
入
所
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
『
老
健
』
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施
し

て
、
元
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生

活
動
作
）
ま
で
回
復
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
」

　

︱
︱
︱
老
健
「
成
和
ナ
ー

シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」
に
は
、
国

家
資
格
を
所
有
し
て
い
る
ス

　
︱
︱
︱
通
称
「
老
健
」
と
呼
ば

れ
て
い
る「
介
護
老
人
保
健
施
設
」

は
、
ど
の
よ
う
な
高
齢
者
が
入
所

す
る
と
こ
ろ
で
す
か
？

　

担
当
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
が
国
家
資
格
を
所
有
し
、
専
門
的
な
知
識
を
も
っ
て
入

所
者
の
ケ
ア
に
あ
た
っ
て
い
る
老
健
「
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」。
リ
ハ
ビ
リ

や
介
護
環
境
な
ど
に
つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
優
し
く
寄
り
添
い
サ
ポ
ー
ト
す
る

毎週水曜日２・4週目担当
倉田 篤 医師

（大和成和病院 院長）

JR茅ケ崎駅から徒歩１8分
茅ケ崎駅

1ココ
新湘南バイパスふれあい医療福祉研修センター

神奈川県茅ヶ崎市南湖1-6-11
（茅ヶ崎リハビリテーション専門学校別館）
☎0467-84-0576

問
合
せ

2019年9月4日（水）～12月18日（水）
の毎週水曜日（実習除く）
茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 別館3階「演習室」
（茅ヶ崎市南湖1-6-11／JR茅ケ崎駅北口から徒歩18分）

20名（申込順）
注：定員になり次第、締切
　 （最終８月２８日㈬まで）

60,000円
（税込、テキスト代込）

 介護職員初任者研修  通信制
ス
ク
ー
リ
ン
グ

日 程

会 場

定 員 受講料

０４６７ｰ８４ｰ5９６６

所定の申込書（同校ホームページからダウンロード可）に
ご記入の上、次のいずれかの方法でお申込みください。
FAX 

fureai-kensyu@fureai-g.or.jpメール
〒２５３‒００６１
茅ヶ崎市南湖１-６-１１ 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校内
学校法人 湘南ふれあい学園「ふれあい医療福祉研修センター」宛

郵送

申込み

下田看護専門学校
静岡県下田市柿崎２８９
☎０５５８‒２５‒２２１１
http://www.shimodakango.ac.jp

問
合
せ

学生寮（女子）あり

●看護の体験学習
●下田看護専門学校について
●学生生活について
●奨学金の説明
●来春入学のための入試対策 など

内 

容

Shizuoka

ココ

9／28　・11／9　・12／7土 土 土

8／28　13時スタート水

まだまだ熱い！

まだまだ続く！

学校説明会の開催スケジュール

下田看護専門学校の
学校説明会

学
生
と
直
接
ふ
れ
あ
い
、
本
校
の

良
さ
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
も
『
学
校
説
明

会
』
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非

ご
参
加
を
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

同
校
で
は
、
来
春
入
学
に
向
け

た
入
学
試
験
も
は
じ
ま
り
、
次
回

は
10
月
12
日
㈯
に
試
験
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
詳
細
な
ど
は
、
同
校
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
お
電
話
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

潮
風
香
る
伊
豆
半
島
の
下
田
市

に
あ
る
下
田
看
護
専
門
学
校
で
、

「
学
校
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
に
ち
は
８
月
28
日
㈬
、
時

間
は
13
時
か
ら
。

　

当
日
は
、
看
護
に
関
す
る
体
験

学
習
を
実
施
す
る
ほ
か
、
同
校
や

学
生
生
活
に
つ
い
て
の
説
明
、
奨

学
金
の
解
説
、
入
試
の
対
策
な
ど

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

同
校
の
担
当
者
は
、「
本
校
の

と
し
て
、
介
護
職
を
希
望
し
て
い

る
人
の
ほ
か
、
家
族
の
介
護
を
し

て
い
る
人
な
ど
、
毎
回
幅
広
い
受

講
者
が
集
ま
り
ま
す
。

　

期
間
は
約
３
カ
月
の
通
信
形
式

で
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
通
学
）
は

17
日
間
の
み
。
就
職
時
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
制
度
や
受
講
料
ペ
ア

割
引
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
下
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　

仕
事
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
家

族
を
介
護
す
る
時
に
も
役
立
つ

「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」（
旧

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）
の
資
格

を
取
得
し
ま
せ
ん
か
？
茅
ヶ
崎
市

に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研

修
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
９
月
か
ら

の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
研
修
で
は
、
介
護
の
基
本
的

知
識
か
ら
、
応
用
技
術
ま
で
を
学

び
ま
す
。「
介
護
の
入
門
的
資
格
」

医療ビジネス観光福祉専門学校
神奈川県相模原市南区上鶴間本町3-18-27
☎042-744-9711
http://www.mbsi.ac.jp

問
合
せ

JR町田駅徒歩1分！

医療ビジネス観光福祉専門学校

JR町田駅

小田急線
町田駅

ココ

8月17日㈯・8月20日㈫
10：00～13：00

POINT！

●在校生と直接話ができる
●卒業生が働いている職場を見学
●実際とほぼ同じ内容の「模擬授業」が受けられる など

9月7日㈯10：00～12：00
POINT！

●出願条件について ●出願書類の確認 など

指定校推薦説明会指定校推薦説明会

オープンキャンパスオープンキャンパススペシャル

す
。

　

ま
た
、
９
月
７
日
㈯
に
は
「
指

定
校
推
薦
説
明
会
」
を
開
催
。
10

月
１
日
㈫
か
ら
願
書
の
受
付
が
開

始
す
る
同
校
の
指
定
校
推
薦
の
内

容
・
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

　

ど
の
開
催
日
で
も
個
別
相
談
が

可
能
な
の
で
、
疑
問
や
不
安
は
同

校
で
お
気
軽
に
相
談
を
。
優
し
く

丁
寧
な
ス
タ
ッ
フ
が
、
温
か
く
迎

え
て
く
れ
ま
す
。

　

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門

学
校
は
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
８
月
17
日
㈯

分
野
…
医
療
／
Ｉ
Ｔ
／
福
祉

▽
８
月
20
日
㈫

分
野
…
観
光（
ブ
ラ
イ
ダ
ル
等
）

　

当
日
は
、
在
校
生
が
参
加
し
、

模
擬
授
業
や
職
場
見
学
な
ど
を
実

施
す
る
の
で
、
普
段
通
り
の
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
も
実
感
で
き
ま

循環器内科担当医 

毎週水曜日1・3週目担当
菅原 重忠 医師

（大和成和病院 循環器内科部長）

毎週水曜日 5 週目担当
上村 直 医師

（大和成和病院 循環器内科）

神奈川県大和市西鶴間5-3488-7  ☎046-264-3911成和クリニック

整形
外科

AM

PM

AM

PM

月

循環器
内科

火 水 木 金 土

医療法人社団
公仁会

このほか、内科・消化器内科・腎臓内科・消化器外科・泌尿器科・リウマチ科や人工透析治療も行なっています。
（土屋Dr.）

（土屋Dr.）

（迎Dr.）

（迎Dr.）
（第２～５週は土屋Dr.
 または迎Dr.）

鶴
間
駅

小
田
急

江
ノ
島
線

大和厚木バイパス

西鶴間
小学校

コンビニ

西鶴間
八丁目

成和
クリニック
P完備

小
田
急
江
ノ
島
線

毎週水曜日午前

第１週 菅原Dr.
第２週 倉田Dr.
第３週 菅原Dr.
第４週 倉田Dr.
第５週 上村Dr.

大和成和病院の
医師による診察

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
で
は
、
人
工
透
析
治
療

の
必
要
が
あ
る
人
が
入
所
し
た
場

合
は
、
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
受
け

入
れ
て
く
れ
る
の
で
す
ね
。

　
（
同
）「
は
い
。
人
工
透
析
に
関

わ
ら
ず
、
医
療
依
存
度
が
高
い
方

で
も
、
グ
ル
ー
プ
の
連
携
が
あ
る

の
で
幅
広
い
対
応
が
可
能
で
す
」

　
︱
︱
︱
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
一
度
、
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
同
）「
見
学
や
お
問
い
合
わ
せ
、

ご
相
談
は
随
時
、
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
で
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
来
所
く
だ
さ
い
」。

神奈川県大和市南林間9-8-9

中
央
林
間
駅

南
林
間
駅鶴間

小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

成和ナーシング
プラザ

☎046-272-1515

月～土／9：00～17：00

大和成和
病院
大和成和
病院

お問合せ

専
門
療
法
で
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施

伊
豆
半
島
は
ま
だ
ま
だ“
熱
い
”‼︎

下
田
看
護
専
門
学
校

家
族
介
護
に
も
活
用「
初
任
者
研
修
」

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

個
別
相
談
OK
！
学
校
生
活
の
体
感
を

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

心
臓
専
門
病
院
の
院
長
外
来
を
開
設
！

成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ

　

看
護
師・介
護
士・療
法
士・栄
養
士
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

専
門
的
な
ケ
ア
を
実
施

3



医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

多摩境駅・南大沢駅・相模原駅から
無料シャトルバス

小山

相模原駅

多
摩
境
駅

コストコ

町田街道

ふれあい
町田

ホスピタル

北口

橋本

JR横浜線

京
王
線

次回予告
9月下旬開催予定

脳梗塞の前兆を見逃さない！ ～こんな症状は要注意！～
　「脳梗塞」は、脳の血管が突然詰まっ
て血流が途絶え、脳の神経細胞が死ん
でしまう（壊死する）病気です。壊死の部
位や範囲、程度によっては、運動・言語・
視覚などに障害が残る場合があります。
大事なのは前兆を見逃さないこと。担当医
のお話を是非お聞きください。

8月27日（火）11：00～12：30日 時

会 場 ふれあい町田ホスピタル １階 会議室
講 

師

ふれあい町田ホスピタル
脳神経内科

土橋 瑤子 医師

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

海老名駅､長後駅､さがみ野駅､
相模大塚駅､かしわ台駅より路線バス

綾瀬
市役所

市立図書館

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院

45

城山公園

綾瀬大橋
入口 

8月29日（木）14：00～15：00日 時

会 場 綾瀬厚生病院 産婦人科棟 4階 多目的室

次回予告
9月下旬開催予定

転倒しただけで骨折？ ～レントゲンでわからない骨折もあります～
　「ただ尻もちをついただけなのですが、
病院で打撲と言われ、その後の痛みが
ずっととれません…」という相談がよくあり
ます。もしかすると、それは骨折の可能性
があります。日常に潜んでいるわかりにくい
骨折について、伴医師が解説しますので、
是非ご参加ください。

講 

師

綾瀬厚生病院
整形外科

伴 光正 医師

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
重
視

　

同
院
に
は
「
産
婦
人
科
棟
」
の

独
立
し
た
専
用
の
出
入
口
が
あ

り
、
気
兼
ね
な
く
通
院
で
き
る
こ

と
も
特
徴
で
す
。
全
３
回
の
マ
タ

ニ
テ
ィ
教
室
が
あ
り
、
立
ち
会
い

分
娩
に
も
手
厚
い
フ
ォ
ロ
ー
体
制

が
敷
か
れ
て
い
ま
す
（
立
ち
会
い

分
娩
に
は
３
回
目
の
参
加
必
須
）。

　

母
児
同
室
が
基
本
な
の
で
、
面

会
時
に
は
、
家
族
が
病
室
内
で
間

近
に
新
生
児
の
表
情
な
ど
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
病
室
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

の
認
証
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い

る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

や
ト
ラ
ブ
ル
防
止
な
ど
、
入
院
時

の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
病
院
で

す
。　
　
　
〈
取
材
協
力
／
同
院
〉

　

２
０
０
５
年
に
分
娩
の
取
り
扱

い
を
開
始
し
て
以
来
、
５
０
０
０

人
以
上
の
新
生
児
の
誕
生
を
迎
え

て
き
た
「
綾
瀬
厚
生
病
院
」。

　

自
然
分
娩
や
母
児
同
室
を
尊
重

し
、
退
院
後
の
育
児
も
見
据
え
た

ケ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
１
カ
月
健
診
に
先
駆
け
て
同

院
で
行
な
っ
て
い
る「
産
後
健
診
」

は
、
出
産
後
の
不
安
解
消
の
助
け

に
な
っ
て
い
る
と
評
判
で
す
。

ぐ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

検
査
は
実
質
無
料

　

神
奈
川
県
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
費
用
助
成
や
、
ワ
ク
チ
ン
の

抗
体
の
有
無
を
調
べ
る
検
査
の
無

料
制
度
が
あ
り
、
地
域
の
指
定
医

療
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
県
央
地
域
で
は
「
綾
瀬
厚
生

病
院
」
な
ど
）。

　

神
奈
川
県
が
無
料
で
実
施
す
る

抗
体
検
査
の
対
象
は
、
妊
娠
を
希

望
（
ま
た
は
予
定
）
す
る
女
性
と

そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
加
え
て
、
指

定
年
齢
の
男
性
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
（
い
く
つ
か
条
件
あ
り
）。
検

査
に
関
わ
る
費
用
の
自
己
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

と
な
り
（
２
０
１
９
年
１
月
～
６

月
23
日
）、「
先
天
性
風
疹
症
候
群
」

の
発
症
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

胎
児
に
影
響
が

　

風
疹
は
、
咳せ
き
や
く
し
ゃ
み
、
会

話
で
の
飛
沫
を
吸
い
込
ん
で
感
染

し
ま
す
。
風
疹
に
免
疫
が
な
い
妊

婦
（
20
週
頃
ま
で
）
が
感
染
す
る

と
、
胎
児
が
「
先
天
性
風
疹
症
候

群
」（
先
天
性
心
疾
患
／
難
聴
／

白
内
障
な
ど
）
を
発
症
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
と
て
も
危
険
で
す
。

　

男
女
と
も
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
、
予
防
に
必
要
な
抗
体
を
つ

け
て
風
疹
の
流
行
を
抑
制
し
、
妊

娠
を
希
望
（
ま
た
は
予
定
）
す
る

女
性
の
感
染
を
社
会
を
あ
げ
て
防

　

２
０
１
３
年
に
大
流
行
し
た

風ふ
う
し
ん疹が

再
び
流
行
し
始
め
て
い
ま

す
。
神
奈
川
県
は
昨
年
末
（
２
０

１
８
年
12
月
）
に
「
風
し
ん
非
常

事
態
宣
言
」
を
発
表
し
、
予
防
啓

発
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年

の
患
者
数
は
す
で
に
１
８
４
８
人

注：このチェック項目は一例です。該当するものが多いからといって、
　   COPDであるとは限りませんので、必ず医療機関で診断を受けましょう。
　  また、それとは反対に、該当しない場合もCOPDではないとは確定できません。

たばこを長期間吸っていますか？
もしくは吸っていましたか？

呼吸すると、
「ゼイゼイ」「ヒューヒュー」
といった音はしますか？

１日に何度も咳が出ますか？

階段などで、すぐに息切れがしますか？

あなたは40歳以上ですか？
黄色や粘り気のある痰は
出ていますか？

１日に何度も咳が出ますか？

階段などで、すぐに息切れがしますか？

あなたは40歳以上ですか？
黄色や粘り気のある痰は
出ていますか？

試しに 自己チェック！自己チェック！
あなたの慢性閉塞性肺疾患
（COPD：chronic obstructive pulmonary disease）
の可能性は？！

あなたの慢性閉塞性肺疾患
（COPD：chronic obstructive pulmonary disease）
の可能性は？！

せき

たん

ン
〉
が
あ
り
ま
す
。
効
果
や
副
作

用
の
面
か
ら
、
吸
入
薬
が
推
奨
さ

れ
て
お
り
、
主
と
し
て
長
時
間
に

わ
た
っ
て
気
管
支
を
拡
張
す
る
吸

入
抗
コ
リ
ン
薬
や
吸
入
β
２
刺
激

薬
が
使
用
さ
れ
ま
す
。
重
症
の
気

流
閉
塞
で
増
悪
を
繰
り
返
す
場
合

は
、
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
が
使
用

さ
れ
ま
す
。

　

服
薬
以
外
の
方
法
で
は
、『
呼

吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』（
口

す
ぼ
め
呼
吸
・
腹
式
呼
吸
な
ど
の

呼
吸
訓
練
や
、
運
動
療
法
、
栄
養

療
法
な
ど
）が
中
心
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
悪
化
し
た
場
合
は
、
在

宅
酸
素
や
外
科
手
術
な
ど
が
検
討

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
な
る
前
に
、
早
め
に
呼
吸

器
を
専
門
的
に
診
て
も
ら
え
る
医

師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

当
院
（
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ

タ
ル
）
で
も
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
を
診
察
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

来
院
く
だ
さ
い
」。  〈
取
材
協
力
〉

き
ま
す
。

　

ま
た
、
気
管
支
が
枝
分
か
れ
し

た
奥
に
あ
る
ぶ
ど
う
の
房
状
の
小

さ
な
袋
で
あ
る
肺は
い
ほ
う胞
が
破
壊
さ
れ

て
、『
肺
気
腫
』
と
い
う
状
態
に

な
る
と
、
酸
素
の
取
り
込
み
や
二

酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
機
能
が
低

下
し
ま
す
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
で
は
、
こ
れ
ら
が
併

存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
残
念

な
が
ら
、
治
療
で
元
の
肺
の
状
態

に
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」

投
薬
や
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ

　
（
小
林
院
長
）「
生
活
習
慣
の
改

善
（
禁
煙
）
を
基
本
と
し
て
、
症

状
の
緩
和
の
た
め
の
処
方
薬
に

は
、
気
管
支
拡
張
薬
〈
抗
コ
リ
ン

薬
／
β
２
刺
激
薬
／
テ
オ
フ
ィ
リ

　

喫
煙
習
慣
を
背
景
に
し
た
中
高

年
に
発
症
す
る
『
生
活
習
慣
病
』

と
い
え
ま
す
。

　

罹
患
者
は
、
40
歳
以
上
の
８
．

６
％
に
当
た
る
お
よ
そ
５
３
０
万

人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大

多
数
が
未
診
断
も
し
く
は
未
治
療

の
状
態
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

国
内
の
死
因
で
９
位
（
男
性
７

位
）に
あ
が
る
ほ
ど
の
病
気
で
す
」

た
ば
こ
が
原
悪

　
（
小
林
院
長
）「
最
大
の
原
因
は

喫
煙
で
す
。
喫
煙
者
の
15
～
20
％

が
発
症
し
て
お
り
、
た
ば
こ
の
煙

を
吸
入
す
る
こ
と
で
肺
の
中
の
気

管
支
が
炎
症
し
て
咳せ
き
や
痰た
ん
が
出
た

り
、
気
管
支
が
細
く
な
っ
て
し
ま

い
、
空
気
の
流
れ
が
低
下
し
て
い

　

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
で

院
長
を
務
め
て
い
る
小
林
信
之
医

師
に
、
肺
の
病
気
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
」

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

「
肺
気
腫
」
で
聞
き
馴
染
み
も

　
（
小
林
院
長
）「
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
：chronic obstructive 

pulmonary disease

）
と
は
、
従
来
『
慢

性
気
管
支
炎
』
や
『
肺
気
腫
』
と

呼
ば
れ
て
き
た
病
気
の
総
称
で
、

た
ば
こ
煙
を
主
と
す
る
有
害
物
質

を
長
期
に
吸
入
曝
露
す
る
こ
と
で

生
じ
た
肺
の
炎
症
性
疾
患
で
す
。

る
と
判
定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
胸
部
Ｘ
線
撮
影
や

Ｃ
Ｔ
検
査
に
よ
っ
て
、
肺
の
状
態

を
確
認
し
た
り
、
ほ
か
に
肺
に
関

係
す
る
合
併
症
の
有
無
や
、
病
変

の
程
度
・
ひ
ろ
が
り
を
調
べ
ま
す
。

　

ま
た
、医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
、

血
液
・
痰
・
心
電
図
・
心
臓
エ
コ
ー

の
検
査
の
ほ
か
、
指
に
「
パ
ル
ス

オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る

器
具
を
つ
け
て
、
酸
素
量
を
調
べ

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

正
し
い
診
断
は
医
師
に

　

ま
ず
は
簡
単
な
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
＝
上
表
参
照
＝
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
て

（
ま
た
は
以
前
に
吸
っ
て
い
た
こ

と
が
あ
っ
て
）、
い
く
つ
か
項
目

に
当
て
は
ま
る
人
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

思
い
立
っ
た
が
吉
日
！
早
め
に

医
療
機
関
を
受
診
し
て
、
し
っ
か

り
と
医
師
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

だ
か
息
苦
し
い
け
れ
ど
、
歳
だ
か

ら
だ
ろ
う
か
」
と
感
じ
て
い
る
人

は
、
も
し
か
し
た
ら
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

専
門
機
器
で
肺
機
能
を
検
査

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
疑
い
が
あ
る
場

合
、
医
療
機
関
で
は
呼
吸
を
調
べ

る
「
ス
パ
イ
ロ
メ
ト
リ
ー
」
と
い

う
肺
機
能
の
専
門
的
な
検
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

気
流
障
害
（「
１
秒
率
」
や
「
１

秒
量
」
の
単
位
で
測
定
）
の
内
容

か
ら
診
断
さ
れ
、
１
秒
率
が
70
％

以
下
な
ら
ば
、
閉
塞
性
障
害
が
あ

喫
煙
者
に
多
く
み
ら
れ
る
病
気
で

す
。

　
「
風
邪
の
後
の
咳せ
き
や
痰た
ん
が
や
た

ら
と
長
引
い
て
い
る
な
あ
」「
何

風
邪
が
長
引
い
て
い
る
感
じ

　

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
以
下

「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
」）
は
、
40
歳
以
上
の

　

罹
患
者
の
多
く
が
喫
煙
し
て
い
る
、
も
し
く
は
喫
煙
経
験
が
あ
る
「
慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）」。
た
ば
こ
の
煙
に
よ
る
肺
の
病
気
で
す
。

喫
煙
経
験
者
は
、
こ
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
一
度
、
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

小林 信之 院長
（呼吸器内科）

ふれあい町田ホスピタル
 ☎︎042-798-1121

POINT 出産を終えた
ママたちの声

※個人の感想です

綾瀬市唯一
の分娩施設 綾瀬厚生病院 ☎０４６７-７１-５８８５産婦人科

直通

●産婦人科病棟は別棟・専用出入口あり
●担当看護師は全員、助産師免許所有者
●病室はICカードでセキュリティ万全
●母児同室で新生児と直接対面が可能
●同院独自のマタニティ教室や
  産後健診あり

「リラックスできる病室の雰囲気や
セキュリティに安心感がありました」
「第一子に続いて第二子も迷わず
『ここで』と思える病院です」
「助産師さんの優しく心強い
アドバイスが嬉しい」 など

「リラックスできる病室の雰囲気や
セキュリティに安心感がありました」
「第一子に続いて第二子も迷わず
『ここで』と思える病院です」
「助産師さんの優しく心強い
アドバイスが嬉しい」 など

市立図書館

早川

東名高速道路

綾瀬大橋
入口 45

HERE

綾瀬
市役所

病棟前に有P

「私たちも家庭では一母親として、出産・子育てを
経験しています。ママは大変なことが多いですが、そ
れ以上の喜びがあります。何でも相談してください」

産婦人科スタッフ（助産師）より

（注）目安年齢のため、詳細は
　    生年月日で自治体に確認を。

妊娠希望の
女性と男性
パートナー

一般男性

３０歳
以下

３１～
３９歳

４０～
５６歳

５７～
６０歳

６１歳
以上

　　  無 料〈一部全国対象含む〉
（横浜市以外は年齢制限なし）

無料 無料 無料

風疹の抗体検査
神奈川県独自 全国

〈多くの自治体〉 〈多くの自治体〉

綾
瀬
厚
生
病
院
・
産
婦
人
科

マ
マ
と
ベ
ビ
ー
を
最
優
先
に
考
え
た
分
娩
環
境

妊
婦
を
守
ろ
う
！
み
ん
な
で
風
疹
予
防

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
治
療
は「
手
遅
れ
に
な
る
前
に
！
」

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
小
林
信
之 
院
長

　

  

あ
な
た
の
肺
、大
丈
夫
？

                     

簡
易
チ
ェッ
ク
し
て
み
よ
う
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